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特 集
環境ふくい推進協議会

　福井県環境基本計画の策定について
　地質学の世界水準　水月湖 年縞

ねんこう

５月の永平寺町光明寺
写真提供　白崎千恵美さん

　県では、事業者および地域団体等が、社会活動の一環として自ら事業所周辺や地域の環境美化活動を実践し、その輪を広げ
ることにより地域環境保全意識の高揚を図るとともに、ごみのない美しいまちづくりを推進するため、クリーンエリア拡充運
動を展開しています。本運動の趣旨に賛同される事業者様の申込受付を行っております。皆様の積極的な参加をお願いします。
詳細はホームページをご覧ください。
http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/sanka22.html

　ＳＡＴＯＹＡＭＡ国際会議は終了しましたが、新聞やテレビ等で、里山という言葉がメジャーに使われるようになったな、
と感じています。今回の「みんなのかんきょう」の表紙には、国際会議に向けて募集した、里山の写真を使用しました。
このような美しい里山を今後も維持してくために、私たちに何ができるのか考え、一緒に行動していきましょう！
　今後も「みんなのかんきょう」の中で、みなさまの活動や情報を紹介、発信していきます。ぜひ多くの情報をお寄
せください。環境の輪を広げていきましょう！

　みんなのかんきょう第65号に関するたくさんのお葉書、お手紙ありがとうございました。
今後も、より良い情報誌とするため、みなさまのご意見ご感想をお待ちしております。掲載希
望記事等もお寄せくださいませ。

燃やせるごみの比率が高いように思います。各家庭のコンポストでたい肥を作り、心の安らぎになる花や野菜を育てるきっか
けにもなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井市　Ｆさん）
自然の素晴らしさが出ていてすごくいいです。もっと若狭のＰＲをしてほしいです。　　　　　　　　　　（高浜町　Ｔさん）
都合で参加することができなかった「ＳＡＴＯＹＡＭＡ国際会議2013 in ふくい」のことについて、詳しく読むことができ、
とてもよかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（越前町　Ｔさん）
隣町に開設された里山里海湖研究所に、機会を作って尋ねてみたいと思います。　　　　　　　　　　　　（美浜町　Ｙさん）

編
集
後
記

クリーンエリア宣言事業所募集中

当協議会のホームページ、facebookを是非ご活用ください！
　ホームページでは、環境保全に関するお知らせやイベント情報が検索でき、カラフルで見やすくなっています！！ ecoイベ
ント申込フォームからは、皆様からの環境に関する情報をホームページにアップでき、情報共有できるようになっています。
イベントの周知、実施前の参加者募集や実施後の活動報告としてお使いいただけます。アップした内容は、月２回のメールマ
ガジンにて会員の皆様に配信されます。
　また、facebook では、当協議会の活動紹介に対してコメントを書き込んでいただけます。「いいね !」ボタンを押して、つ
ながりの輪を広げていきましょう。
　これからも情報を提供するだけでなく、環境活動に取り組む皆さんがネットワークを広げ、より充実した活動ができるよう
お手伝いをしていきます。
ホームページ：http://www.kankyou-fukui.jp/kankyou-fukui/skg/
facebook URL：http://www.facebook.com/kanfukyou

環境ふくい推進協議会　会員募集！
　環境ふくい推進協議会では、随時会員を募集しています。環境問題に関心のある方、本誌『みんなのかんきょう』を読みたい方、
当協議会主催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会ください。お待ちしております！

＜年会費＞　個人会員：500円（１口以上何口でも可）　企業会員：10,000 円（１口以上何口でも可）　団体会員：無料
＜お申込み・お問い合わせ＞　環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）　TEL：０７７６－２０―０３０１

環境ふくい推進協議会からのお知らせ

全問正解の方にプレゼントをお送りいたします。たくさんのご応募お待ちしております！
第1問：平成25年 11月に策定された福井県環境基本計画の基本目標は？
　　　　①「県民の手で守り育てる美しい福井の環境」
　　　　②「美しい福井の環境を県民の手で守り育て、世界にアピール」
　　　　③「豊かで美しい環境の恵沢の享受と継承」
第２問：平成25年に地質学的な年代決定の世界標準となった「年縞」は、福井県のどこで採取されたものか？
　　　　①三方湖　　②水月湖　　③久々子湖
第３問：カーボン・オフセットとの意味は？
　　　　①家庭でのＣＯ₂排出削減量を取りまとめ、国の認証を受けてクレジット化（権利化）し、県内の企業にクレジットを
　　　　　譲渡する取り組みのこと。
　　　　②県内外の個人、法人または団体から環境貢献のために提供される資金を活用して、県内の環境貢献団体等が実施す
　　　　　るＣＯ₂吸収源対策やＣＯ₂削減活動等を支援する取組みのこと。
　　　　③日常生活や経済活動において排出されるＣＯ₂等の温室効果ガスを削減する努力を行うとともに、削減が困難な部分
　　　　　の排出量について、他の場所で実施されるＣＯ₂吸収源対策やＣＯ₂削減活動を支援することでその排出量の全部ま
　　　　　たは一部を相殺すること。

環境クイズ応募要領
方　法：答えと郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、性別および本誌の感想を官製はがきに書いて、当協議会まで郵送してください。
　　　　応募者の個人情報は当選の連絡のためにのみ使用し、個人情報保護に関する法令に従って厳正に管理いたします。
締切日：平成２６年４月３０日（水）（当日消印有効）　全問正解者の中から抽選で５名の方に、図書カードをお送りいたします。
応募先：〒９１０－８５８０（住所記入不要）　環境ふくい推進協議会（福井県環境政策課内）
　　　　＊環境クイズプレゼントの当選者発表は、発送をもってかえさせていただきます。

前回解答　第１問　①２度目　　第２問　③韓国　　第３問　①２５％

チャレンジ ! ! 環境クイズ

読 の者 窓

環境ふくい推進協議会 検 索



2

　
「
福
井
県
環
境
基
本
計
画
」
は
、
平
成
７
年
３
月
に
制

定
さ
れ
た
「
福
井
県
環
境
基
本
条
例
」
に
お
け
る
「
豊
か

で
美
し
い
環
境
の
恵
沢
の
享
受
と
継
承
」
、
「
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
」
、

「
地
球
環
境
保
全
の
推
進
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、
同
条
例
に
基
づ
き
、
策
定
す
る
も
の
で

す
。

　
環
境
基
本
計
画
は
、
平
成
９
年
３
月
に
最
初
の
計
画
を

策
定
し
、
そ
の
後
の
社
会
・
経
済
等
の
情
勢
の
変
化
を
受

け
、
平
成
15
年
１
月
お
よ
び
平
成
20
年
11
月
に
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
の
見
直
し
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、

新
興
国
の
経
済
発
展
な
ど
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
東
日

本
大
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
廃
棄
物
、
生
物
多
様
性
な
ど
の
環
境
問
題
が
改
め

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、
県
環
境
審
議
会
等
で
の
審

議
を
重
ね
、
平
成
25
年
11
月
に
新
た
な
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　基

　本

　目

　標

「
美
し
い
福
井
の
環
境
を
県
民
の
手
で
守
り
育
て
、

　世
界
に
ア
ピ
ー
ル
」

　
前
計
画
（
平
成
20
年
度
〜
平
成
24
年
度
）
の
基
本
目
標

は
、
「
県
民
の
手
で
守
り
育
て
る
美
し
い
福
井
の
環
境
」

で
あ
り
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
の
省
エ
ネ
活
動
や
自
然
保
全

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
新
た
な
計
画
で
は
、

そ
の
意
識
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
歩
推
し
進

め
、
守
り
育
て
て
き
た
福
井
の
環
境
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
新
た
な
計
画
で
は
、
自
然
環
境
、
地
球
温
暖
化
、
循
環

型
社
会
、
水
・
大
気
環
境
、
環
境
教
育
の
各
分
野
に
お
い

て
、
特
に
力
点
を
置
い
て
進
め
る
べ
き
施
策
群
を
「
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

○
里
山
里
海
湖
の
研
究
・
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
昨
年
９
月
に
本
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
定
例
会
合
を

契
機
に
、
里
山
里
海
湖
研
究
所
を
設
置
し
、
里
山
里
海
湖

の
保
全
・
活
用
に
係
る
調
査
研
究
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

全
国
に
誇
れ
る
本
県
の
里
山
里
海
湖
の
魅
力
を
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
・
里
山
里
海
湖
研
究
所
の
設
置

　
・
里
山
里
海
湖
の
研
究
・
教
育
・
実
践

　
・
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト

　
　
ワ
ー
ク
の
活
用

○
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
我
が
国
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
９
割
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２
で
す
。
こ
の
た
め
、
温
暖
化
対

策
を
進
め
る
上
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
創
り
方
」
と
「
使
い

○基本目標

　美しい福井の環境を
　県民の手で守り育て、
　世界にアピール

○計画期間

　平成２５年度～平成２９年度
　（５年間）

特 集
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方
」
は
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
点
を
重
視
し
た
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
・
エ
ネ
お
こ
し 

de 

町
お
こ
し

　
・
自
転
車
利
用
な
ど
に
よ
る
低
炭
素
の
街
づ
く
り
の
推

　
　
進

　
・
業
種
別
の
特
徴
に
着
目
し
た
省
エ
ネ
活
動
の
推
進

　
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

○
も
の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

　ク
ト

　
よ
り
多
く
の
県
民
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
、
「
も

の
を
長
く
使
う
」
、
「
ご
み
に
せ
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
」
な
ど
、
「
も
の
を
大
切
に
す
る
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
定
着
し
た
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
・
も
の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
の
強
化

　
・
福
井
発
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
の
全

　
　
国
展
開

　
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
新
た
な
資
源
循
環
社

　
　
会
の
構
築

　
・
企
業
等
と
の
共
動
に
よ
る
「
ム
ダ
を
な
く
し
も
の
を

　
　
大
切
に
す
る
」
基
盤
整
備

○
「
水
を
守
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
い
ま
一
度
、
「
い
の
ち
の
源
」

で
あ
る
「
水
」
の
大
事
さ
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
県
民
の
参
加
を
得
な
が
ら
、
「
水
を
守
る
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

　
・
「
せ
せ
ら
ぎ
定
点
観
測
」
事
業

　
・
「
ふ
く
い
の
音
風
景
50
選
」
の
選
定

　
・
も
っ
と
き
れ
い
に
。
三
方
五
湖
・
北
潟
湖

　
・
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ‐

ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
環
境
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
平
成
25
年
９
月
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
国
際
会
議
開
催

お
よ
び
そ
れ
に
続
く
里
山
里
海
湖
研
究
所
の
設
置
を
契
機

と
し
て
、
福
井
の
良
さ
で
あ
る
「
里
山
里
海
湖
」
の
素
材

を
積
極
的
に
活
か
し
た
環
境
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
・
子
ど
も
た
ち
が
季
節
を
感
じ
る
原
体
験
機
会
の
提
供

　
・
先
生
た
ち
の
環
境
教
育
力
増
強

　
・
地
域
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

　
　
ジ
ェ
ク
ト

　計
画
の
推
進
体
制

　
新
た
な
環
境
基
本
計
画
で
は
、
県
は
、
県
民
、
企
業
、

環
境
保
全
団
体
、
市
町
の
皆
様
と
の
連
携
を
図
り
、
共
動

し
て
環
境
保
全
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
、
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
は
、
前
計
画
で
「
県

民
運
動
の
推
進
母
体
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
新
た

な
計
画
で
も
推
進
母
体
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、
新
た
な
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
今
後

も
、
様
々
な
環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
当
協
議
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　福
井
県
安
全
環
境
部
環
境
政
策
課

　
　
　☎
０
７
７
６―

２
０―

０
３
０
１

〔新たな福井県環境基本計画〕

　http://www.pref.fukui.jp/doc/kankyou/
　　　　keikaku-sakutei.html
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◎
年
縞
と
は
堆
積
物
に
で
き
る
縞
模
様

　
年
縞
と
は
湖
底
な
ど
の
堆
積
物
に
で
き
る
右
写
真
の
よ

う
な
縞
模
様
の
こ
と
で
す
。
こ
の
縞
模
様
は
、
春
か
ら
夏

に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
死
骸
等
の
堆
積
に
よ
り
で
き
た
色
の

明
る
い
層
と
、
秋
か
ら
冬
に
粘
土
鉱
物
等
の
堆
積
に
よ
り

で
き
た
色
の
暗
い
層
が
交
互
に
積
み
重
な
る
こ
と
で
、
１

年
に
１
対
の
縞
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
年
縞
に
は
、
過
去
の
湖
周
辺
の
自
然
環
境
や
火
山
の
噴

火
、
洪
水
、
地
震
の
発
生
な
ど
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
年
縞
を
解
析
す
る
こ
と
で
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年
縞
に
含
ま
れ
る
葉
の
化

石
な
ど
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
世
界
中
で
発
見
さ
れ
た
出

土
品
な
ど
の
年
代
決
定
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
月
湖
で
は
１
９
９
３
年
、
２
０
０
６
年
、
２
０
１
２

年
に
学
術
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
、
２
０
０
６
年
の

調
査
で
は
、
約
50
ｍ
、
７
万
年
分
も
の
途
切
れ
の
な
い
年

縞
が
採
取
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
７
万
年
に
わ
た
る
年
縞
が

途
切
れ
な
く
連
続
し
、
詳
し
く
調
査
さ
れ
た
湖
は
世
界
で

も
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
は
国
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
地
質
学
的
な
年
代
決
定
の
世
界
標
準

　
平
成
25
年
９
月
23
日
に
水
月
湖
の
年
縞
デ
ー
タ
を
採
用

し
た
放
射
性
炭
素
較
正

モ
デ
ル
「IntCal13
」
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
月
湖
の
年
縞
が
地

質
学
上
の
年
代
測
定
の

「
も
の
さ
し
」
と
し
て

世
界
標
準
に
な
り
、
従

来
の
「IntCal09

」
よ
り

も
飛
躍
的
に
精
度
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成

25
年
９
月
30
日

に
は
西
川
知
事

と
年
縞
研
究
者

の
中
川
毅
英
国

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
大
学
教
授
、

米
延
仁
志
鳴
戸

教
育
大
学
准
教

授
、
山
根
一
眞

県
文
化
顧
問
に

よ
る
共
同
記
者

会
見
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◎
年
縞
研
究
成
果
発
表
会
の
開
催

　
水
月
湖
の
年
縞
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

平
成
25
年
７
月
15
日
に
県
立
三
方
青
年
の
家
で
中
川
毅
教

授
と
山
根
一
眞
県
文
化
顧
問
を
迎
え
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
理
由
や
年
縞
分

析
に
よ
る
今
後
の
新
た
な
発
見
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
31
日
に
は
福
井
県
国
際
交
流
会
館
で
青
山

和
夫
茨
城
大
学
教
授
を
迎
え
、
第
２
回
研
究
成
果
発
表
会

を
開
催
し
、
水
月
湖
の
年
縞
を
用
い
た
精
密
な
年
代
測
定

に
よ
り
新
た
に
分
か
っ
た
マ
ヤ
文
明
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水月湖の年縞研究成果発表会の様子

共同記者会見の様子
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当
協
議
会
で
は
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
び
、
環
境
保

全
に
対
す
る
意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
環

境
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
、
会

員
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
３
分
野
の

コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
里
山
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
３

コ
ー
ス
で
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
平
成
25
年
10
月
20
日
に
行
わ
れ
た
、
「
自
然
の

力
を
知
る
！
〜
再
エ
ネ
発
電
所
の
現
場
を
巡
る
旅
〜
」
で

は
、
36
名
の
参
加
者
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発

電
、
水
力
発
電
を
行
う
県
内
の
現
場
巡
り
の
後
、
福
井
県

民
生
活
協
同
組
合
で
実
施
す
る
再
エ
ネ
事
業
に
つ
い
て
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

さ
か
い
太
陽
光
発
電
所

　
雨
が
、
し
と
し
と
降
る
肌
寒
い
中
で
の
現
場
巡
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
株
式
会
社
マ
ル
ツ
電
波

が
坂
井
市
に
建
設
し
、
稼
働
し
た
ば
か
り
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
「
さ
か
い
太
陽
光
発
電
所
」
で
す
。
４
，０
５
２
枚

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

１
，１
７
６
kW
の
出
力
が
あ

り
ま
す
。

　
株
式
会
社
マ
ル
ツ
電
波
の

方
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
敷
地
内

に
あ
る
高
見
台
か
ら
は
、
設

置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
が

一
望
で
き
ま
す
。
参
加
者
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
、
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
わ
ら
北
潟
風
力
発
電
所

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
電
源
開
発
株
式
会
社

（J-PO
W
E
R

）
が
建
設
し
た
、
福
井
県
に
お
け
る
初
の

大
規
模
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で
す
。
あ
わ
ら
市
北
潟
地

区
の
豊
富
な
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
稼
働
し
て

い
る
10
基
の
風
力
発
電
機
は
、
２
０
１
１
年
に
運
転
を

開
始
し
、
年
間
に
一
般
家
庭
約
１
１
，０
０
０
世
帯
分
に

相
当
す
る
電
気
を
発
電
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

龍
ヶ
鼻
ダ
ム
・
山
口
発
電
所

 
龍
ヶ
鼻
ダ
ム
は
、
九
頭
竜
川
の
支
流
竹
田
川
に
あ
る
多

目
的
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
。
ま
た
、
そ
の
す

ぐ
下
に
あ
る
山
口
発
電
所
は
、
龍
ヶ
鼻
ダ
ム
か
ら
の
最
大

4.5
ト
ン
／
秒
の
水
と
約
50
ｍ
の
落
差
を
利
用
し
て
発
電
す

る
最
大
出
力
1
9
0
0
kW
の
ダ
ム
式
発
電
所
で
す
。
今
回

参
加
者
は
、
龍
ヶ
鼻
ダ
ム
の
内
部
に
入
り
、
落
差
約
50
ｍ

あ
る
階
段
を
歩
く
こ
と
で
、
そ
の
落
差
と
大
き
さ
を
体
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
口
発
電
所
で
は
、
株
式
会
社
北
陸

電
力
の
方
に
、
水
力
発
電
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　
　
　

福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

　
再
エ
ネ
発
電
所
を
３
か
所
巡
っ
た
後
は
、
福
井
県
民
生

活
協
同
組
合
の
方
に
、
事
業
所
の
行
う
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
民
生
協
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
、
一
般
家
庭
へ

の
電
気
の
見
え
る
化
機
器
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
実
証
実
験
を

行
う
ほ
か
、
県
内
の
ハ
ー
ツ
全
店
で
の
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
季
節
ご
と
の
空
調
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
こ
ま

め
な
設
定
変
更
や
照
明
カ
ッ
ト
、
ナ
イ
ト
カ
バ
ー
の
徹
底

に
よ
る
夜
間
電
力
の
低
減
な
ど
、
多
く
の
省
エ
ネ
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
利
用
す
る
ス
ー
パ
ー
の
省
エ

ネ
対
策
に
、
参
加
者
は
関
心
を
も
っ
て
説
明
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
福
井
県
内
で
行
う
再
エ
ネ

の
事
例
に
た
く
さ
ん
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
か
ら
も
、
県
内
で
の

再
エ
ネ
の
取
組
み
が
ど
こ
で

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

龍ヶ鼻ダムの見学

さかい太陽光発電所の見学

山口発電所（水力発電）の説明

福井県民生協での勉強会
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次
に
、
自
然
環
境
分
野
と
し
て
、
「
里
山
を
実
感
す

る
！
〜
ふ
く
い
の
魅
力
あ
る
田
舎
を
巡
る
旅
〜
」
と
題
し
、

24
名
の
参
加
者
の
も
と
、
平
成
25
年
10
月
27
日
（
日
）
に

実
施
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　

福
井
市
殿
下
地
区
で
の
里
山
体
験

　
ま
ず
、
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
福
井
市
殿
下
地
区
で
す
。

　
こ
ち
ら
の
地
区
で
は
、
里
山
の
恵
み
を
活
用
し
て
様
々

な
体
験
活
動
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
、
殿
下
公
民

館
で
地
元
の
竹
を
活
用
し
て
、
「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
地
元
で
門
松
づ
く
り
を
教
え
て
い
る
向
井
守
先
生
か
ら

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で
門
松
を
作
製
し
ま

し
た
。
完
成

し
た
も
の
は
、

個
性
あ
る
も

の
ば
か
り
。

里
山
の
楽
し

さ
を
実
感
し

た
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　
門
松
づ
く

り
が
終
わ
る

と
、
次
は
昼

食
で
す
。

「
か
じ
か
の

里
山
殿
下
」
で
は
、
地
域
の
主
婦
が
集
ま
っ
て
、
田
舎
料

理
を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
、
い
ず
れ
も
地
元
の
素
材
を
使
っ
た
素
朴
で
お
い
し
い

料
理
が
ず
ら
り
。
お
い
し
さ
の
あ
ま
り
、
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
う
方
も
あ
っ
た
み
た
い
で
す
。
食
事
中
に
は
、
こ
の
活

動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
活
動
を

始
め
た
き
っ
か
け
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
元
気

に
お
話
し
く
だ
さ
り
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら
っ
た
ひ
と

と
き
で
し
た
。

　
　

福
井
市
安
居
地
区
で
の
取
組
み
見
学

　
次
は
、
福
井
市
安
居
地
区
で
取
り
組
む
自
然
再
生
活
動

を
見
学
し
た

り
、
地
区
の
自

然
を
散
策
し
た

り
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め

に
、
活
動
を
実

践
し
て
い
る

「
安
居
の
里
を

守
る
会
」
会
長

の
重
森
正
雄
氏

よ
り
、
地
区
の

取
組
み
や
課
題

に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し

た
。
活
動
に
あ
た
っ
て
、
後
継
者
の
問
題
、
ま
た
継
続
的

な
活
動
の
実
践
な
ど
課
題
が
あ
り
、
ど
の
地
域
で
も
起
こ

り
う
る
こ
と
と
の
お
話
に
、
参
加
者
も
、
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
元
で
作
ら
れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
を
見
学
し
た

り
、
地
域
の
里
山
の
風
景
を
楽
し
む
散
策
を
行
っ
た
り
し

て
、
秋
の
里
山
の
ひ
と
と
き
を
体
感
し
ま
し
た
。

｢ミニ門松づくり｣を体験

安居地区の取組み説明の様子

ビオトープの見学をする参加者
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回収された金属

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
不
可

能
だ
っ
た
、
ご
み
に

紛
れ
る
よ
う
な
極
小

の
金
属
資
源
も
回
収

で
き
る
先
端
技
術
に
、

皆
さ
ん
は
目
を
見

張
っ
て
い
ま
し
た
。

富
山
市
エ
コ
タ
ウ
ン

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
富
山
市
エ
コ
タ
ウ
ン
で
す
。

　
北
陸
で
初
め
て
の
承
認
地
域
と
な
っ
た
富
山
市
エ
コ
タ

ウ
ン
は
複
数
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

事
業
活
動
等
で
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
を
他
の
分
野
の
原
料

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
廃
棄
物
ゼ
ロ
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
最
初
に
、
担
当
の
方

か
ら
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業

や
エ
コ
タ
ウ
ン
内
で
実

施
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
株
式
会
社
エ

コ
マ
イ
ン
ド
で
、
プ
ラ

　
次
に
、
「
ご
み
問
題
を
考
え
る
！
〜
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

を
巡
る
旅
〜
」
と
題
し
、
平
成
25
年
11
月
８
日
（
金
）
に

実
施
し
た
循
環
社
会
形
成
分
野
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ハ
リ
タ
金
属
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　射
水
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
富
山
県
射
水
市
に
あ
る
ハ
リ
タ

金
属
株
式
会
社
の
射
水
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
同
社
は
使
用
済
み
の
小
型
家
電
製
品
（
廃
小
型
家
電
）

の
回
収
に
つ
い
て
、
自
治
体
と
連
携
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
そ
の
取
組
み

は
環
境
省
や
経
済
産
業
省
等
で
も
先
進
的
事
例
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、

同
社
が
独
自

に
開
発
し
た

廃
小
型
家
電

か
ら
、
金
や

銀
な
ど
の
貴

金
属
類
、
パ

ラ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
レ
ア
メ

タ
ル
（
希
少

金
属
）
を
自

動
回
収
す
る

ラ
イ
ン
な
ど

ス
チ
ッ
ク
や
繊
維
く
ず
、

廃
タ
イ
ヤ
を
燃
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
富
山
グ
リ
ー
ン

フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
株
式

会
社
を
見
学
し
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
生
ご
み
を
発

酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を

回
収
す
る
と
同
時
に
、
発

生
す
る
発
酵
消
化
液
を
剪

定
枝
に
混
ぜ
る
こ
と
で
有
機
肥
料
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
日
々
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
非
常
に
関
心
が
高
く
、
ま
た
、
家
庭

で
の
取
組
み
の
参
考
に
し
よ
う
と
、
生
ご
み
の
発
酵
消
化

液
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
毎
日
の
生
活
か
ら
は
、
生
ご
み
な
ど
沢
山
の
ご
み
が
出

ま
す
が
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
場
は
な
か
な
か
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
感
心
し
き
り
で
、
今
回

の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
態
を
知
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
全
３
回
に
わ
た
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
振
り
返
る
と
、
当
日

の
天
候
が
悪
く
、
ま
た
、
足
場
の
悪
い
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
環
境
バ
ス
ツ
ア
ー
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
、
関
係
者
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自動選別ラインの見学

事業説明

堆肥の発酵施設
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当
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
福
井
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
　
環
境
ふ
く
い
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢
献
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
環
境
貢
献
の
た
め
に
県
内
外
の
個
人
、

法
人
ま
た
は
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
を
活
用
し
て
、

県
内
の
環
境
貢
献
団
体
等
が
実
施
す
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
対

策
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
活
動
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
開
始
し
た
平
成
21
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
４

年
間
で
、延
べ
35
団
体
に
資
金
を
提
供
し
、環
境
貢
献
活
動

を
行
う
多
く
の
団
体
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、９
団
体
に
資
金
を
交
付
し
て
、そ
の
活
動
を

支
援
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
月
尾
く
ら
し
工
房
の
取
組
み
紹
介

　
越
前
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
月
尾
く
ら
し
工
房
」
で
は
、

地
域
の
自
治
振
興
組
織
や
住
民
、
行
政
等
と
連
携
し
な
が

ら
、荒
廃
が
進
ん
で
い
る
里
山
を
再
生
し
、未
来
に
向
け
て

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
固
定
で
き
る
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、里
地
・
里
山
・
里
川
で
自
然
体
験
の
場
を
提
供

平成25年度支援先募集チラシ

ＮＰＯ法人月尾くらし工房による植樹活動

のうねの郷づくり
推進協議会

味岡山で植樹 坂井市

NPO法人
エコハウス　沙羅

殿下地区で間伐 福井市

NPO法人
月尾くらし工房

今立地区で間伐、植樹 越前市

NPO法人
エコプラザ　さばえ

どんぐりからの森づくり 越前市

さばえNPOサポート
ハピープロジェクト
委員会

自転車や公共交通機関に
よるイベント来場者に、
地域通貨を発行

鯖江市

「郷の森・里楽」の会 白山地区で間伐、植樹 越前市

北潟の森協議会 北潟海辺の森で間伐、植樹 あわら市

中番環境を守る会 中番区の森で間伐、植樹 あわら市

えいへいじ緑青会 吉野ケ岳で植樹 永平寺町

団体名 地域活動内容

平成２５年度支援団体一覧

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
意
欲
と
思
い

や
り
を
育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
８
月
２
日
か
ら
４
日
に
は
、
越
前
市
の
赤
坂
の

森
を
中
心
に「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２
０
１
３
」自
然
体
験

活
動
を
開
催
し
、東
京
の
子
ど
も
達
を
含
む
、約
80
名
が
参

加
し
て
、植
樹
や
森
の
手
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
未
来
へ
の
森
づ
く
り

活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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当
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
福
井
型
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
　
環
境
ふ
く
い
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢
献
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
環
境
貢
献
の
た
め
に
県
内
外
の
個
人
、

法
人
ま
た
は
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
を
活
用
し
て
、

県
内
の
環
境
貢
献
団
体
等
が
実
施
す
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
対

策
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
活
動
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
開
始
し
た
平
成
21
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
４

年
間
で
、延
べ
35
団
体
に
資
金
を
提
供
し
、環
境
貢
献
活
動

を
行
う
多
く
の
団
体
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、９
団
体
に
資
金
を
交
付
し
て
、そ
の
活
動
を

支
援
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
月
尾
く
ら
し
工
房
の
取
組
み
紹
介

　
越
前
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
月
尾
く
ら
し
工
房
」
で
は
、

地
域
の
自
治
振
興
組
織
や
住
民
、
行
政
等
と
連
携
し
な
が

ら
、荒
廃
が
進
ん
で
い
る
里
山
を
再
生
し
、未
来
に
向
け
て

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
固
定
で
き
る
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、里
地
・
里
山
・
里
川
で
自
然
体
験
の
場
を
提
供

平成25年度支援先募集チラシ

ＮＰＯ法人月尾くらし工房による植樹活動

のうねの郷づくり
推進協議会

味岡山で植樹 坂井市

NPO法人
エコハウス　沙羅

殿下地区で間伐 福井市

NPO法人
月尾くらし工房

今立地区で間伐、植樹 越前市

NPO法人
エコプラザ　さばえ

どんぐりからの森づくり 越前市

さばえNPOサポート
ハピープロジェクト
委員会

自転車や公共交通機関に
よるイベント来場者に、
地域通貨を発行

鯖江市

「郷の森・里楽」の会 白山地区で間伐、植樹 越前市

北潟の森協議会 北潟海辺の森で間伐、植樹 あわら市

中番環境を守る会 中番区の森で間伐、植樹 あわら市

えいへいじ緑青会 吉野ケ岳で植樹 永平寺町

団体名 地域活動内容

平成２５年度支援団体一覧

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
意
欲
と
思
い

や
り
を
育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
８
月
２
日
か
ら
４
日
に
は
、
越
前
市
の
赤
坂
の

森
を
中
心
に「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２
０
１
３
」自
然
体
験

活
動
を
開
催
し
、東
京
の
子
ど
も
達
を
含
む
、約
80
名
が
参

加
し
て
、植
樹
や
森
の
手
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
未
来
へ
の
森
づ
く
り

活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、
福
井
県
内
お
よ
び
県
外
の
個
人
、
法

人
ま
た
は
団
体
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
金
を
、
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生
に
取
り
組
む
団
体
や
グ
ル
ー
プ
へ
提

供
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通

し
て
、県
内
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、

人
と
生
き
物
の
共
生
や
自
然
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
活
動
の
活
性
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
左
表
５
団
体
の
生
物
保
全
活
動
に
資
金
を
交

付
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ア
ベ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
の
希
少
な
生
き
も
の
、
メ
ダ
カ
や
カ
ブ

ト
ム
シ
な
ど
の
身
近
な
生
き
も
の
の
生
息
環
境
の
保
全
・

再
生
に
つ
な
が
る
活
動
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
で
は
、
自
然
再
生
支
援
隊
（
自
然
環
境

分
野
の
専
門
家
）
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活

動
を
合
わ
せ
て
実
践
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
の
活
動

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水田魚道の整備
（越前市白山地区）

ヤシャゲンゴロウの保護増殖
（南越前町）

ビオトープづくりに
取り組む子どもたち

ビオトープづくりの取り組み（福井市安居地区）

ビオトープの状況

天王川美化運動
推進協議会

チガヤ、サクラ、サカキの
植え付けや魚（コイ、フナ、
ヤマメ等）の放流等による
環境保全活動

越前町

ヤシャゲンゴロウを
育てる会

希少種であるヤシャゲンゴ
ロウの保全のため、飼育技
術を養成

南越前町

エコネイチャー・さかい
投網、タモ網による外来魚
（オオクチバス等）の駆除 坂井市

世界に誇るラムサール湿地
三方五湖を育む会

葦の刈取りにより、湖内
の生物多様性の保全活動

若狭町

小原ＥＣＯプロジェクト
草刈り・下草整理を行い、
希少種ミチノクフクジュソ
ウを保全

勝山市

団体名

平成２５年度生物多様性事業支援先

地域活動内容

お
問
い
合
せ
先

　
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
事
務
局

　（
福
井
県
安
全
環
境
部
環
境
政
策
課
・
自
然
環
境
課
　
内
）

　
　
　
☎
０
７
７
６―

２
０―

０
３
０
１

　
　
　
☎
０
７
７
６―

２
０―

０
３
０
６

　
環
境
ふ
く
い
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢
献
事
業
や
ふ
く
い
生
物
多

様
性
保
全
事
業
は
、
皆
様
の
寄
付
金
に
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
県
内
の
環
境
貢
献
活
動
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に

も
、
積
極
的
な
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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県
は
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
約
半
分
を
占
め
る
「
食

品
廃
棄
物
」
の
削
減
や
、
食
事
を
楽
し
み
食
材
を
無
駄
に

し
な
い
生
活
の
定
着
を
目
指
し
て
、
「
お
い
し
い
ふ
く
い

食
べ
き
り
運
動
」
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　福
井
県
連
合
婦
人
会
と
連
携
し
た
食
べ
き
り
運
動
の
展
開

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
県
内
各
地
に
お
い
て
、
地
域
・
く

ら
し
の
視
点
に
立
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
福
井
県
連
合

婦
人
会
と
一
体
と
な
り
、
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運

動
の
全
県
的
な
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
平
成
25
年
11
月
か
ら
２
月
ま
で
の

期
間
に
、

県
内
13
の

保
育
園
に

お
い
て
、

子
ど
も
た

ち
や
そ
の

保
護
者
を

対
象
と
し

た
食
べ
き

り
運
動
学

習
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
学
習

会
で
は
、

楽
し
み
な
が
ら
運
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
寸
劇
や

ク
イ
ズ
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
保
育
園
か
ら
は
、
「
食
べ

物
の
大
切
さ
や
も
っ
た
い
な
い
気
持
ち
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
、
保
護
者
か
ら
は
、
「
家
で
も
頑
張
っ
て

残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
て
き
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　食
材
使
い
切
り
料
理
講
習
会
の
開
催

　
ま
た
、
今
年
度
初
め
て
の
取
組
み
と
し
て
、
県
内
で
活

躍
す
る
プ
ロ
の
料
理
人
を
講
師
に
招
き
、
食
材
を
無
駄
な

く
使
い
切
る
方
法
や
食
材
の
上
手
な
保
存
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
料
理
講
習
会
を
県
内
７
か
所
で
開
催
し
、
約
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
料
理
講
習
会
で
は
、
冷
蔵
庫
に
余
っ
て
い
る
野
菜
を

使
っ
て
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
お
い
し
い
料
理
を
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、

シ
ェ
フ
か
ら
「
塩

ケ
ー
キ
」
、
「
野

菜
の
テ
リ
ー
ヌ
」
、

「
野
菜
た
っ
ぷ
り

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー

ネ
」
な
ど
の
作
り

方
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
み
を

実
践
す
る
人
が
、
料
理
講
習
会
受
講
後
で
は
30
％
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
料
理
講
習
会
の
効
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　鯖
江
市
食
べ
き
り
運
動

　
平
成
25
年
２
月
、
鯖
江
市
に
「
食
べ
き
り
運
動
推
進
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
一
体
と

な
っ
た
食
べ
き
り
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

主
に
環
境
・
食
育
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
食
べ
き
り
運
動

を
周
知
す
る
た
め
の
パ
ネ
ル
展
示
や
寸
劇
等
を
行
い
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
１
月
に
は
、
食
べ
き
り
の
大
切
さ

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
紙
芝
居
「
の
っ
こ
さ
ん
と
食

べ
き
り
な
っ
ち
ゃ
ん
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
主
人
公
の
女

の
子
「
な
っ
ち
ゃ
ん
」
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
「
も
っ

た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」
と
食
べ
き
り
運
動
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
の
っ
こ
さ
ん
」
か
ら
、
食
材
の
無
駄
遣
い
や
食
べ
残
し

を
し
な
い
コ
ツ
を
学
ぶ
と
い
う
内
容
で
す
。
紙
芝
居
は
２

月
に
鯖
江
市
で
開
催
さ
れ
た
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
交
流

会
」
で
上
演
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
県
内
の
様
々
な
団
体
と
協
力
し
、
幅
広
い
世

代
へ
の
普
及
啓
発
を
進
め
、
食
べ
き
り
運
動
の
全
県
的
な

展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

食べきり運動親子学習会の様子

野菜のテリーヌ
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ふくいおひさまクラブ

クレジット

企業資　 金

　
平
成
25
年
11
月
７
日
に
県
内
初
と
な
る
国
内
ク
レ
ジ
ッ

ト
譲
渡
式
を
行
い
、
当
協
議
会
か
ら
福
井
県
民
生
活
協
同

組
合
に
85
ト
ン
分
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
17
万
円
で
譲
渡
し
ま

し
た
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
譲
渡
し
て
得
ら
れ
た
資
金
は
、
当
協
議

会
を
通
じ
て
県
内
の
環
境
保
全
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
は
平
成
17
年
よ
り
温
暖
化
防

止
自
主
行
動
計
画
を
定
め
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
回
の
取
組
み
も
そ
の
一
環
で
す
。

〜
ふ
く
い
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
と
は
〜

　
発
電
方
法
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
火
力
発
電
な
ど
は
発

電
の
際
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
太
陽
光
発

電
は
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
発
電

で
す
。
本
来
家
庭
で
消
費
す
る
電
力
を
太
陽
光
発
電
で
賄

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
分
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
た

権
利
（
排
出
削
減
量
）
が
発
生
し
ま
す
。
一
軒
の
家
で
は

小
さ
な
削
減
量
で
す
が
、
県
全
体
で
取
り
ま
と
め
る
こ
と

で
大
き
な
排
出
削
減
量
と
な
り
ま
す
。

　
県
は
平
成
21
年
度
よ
り
住
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
県
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ふ
く
い
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
と
は
、
県
の
補
助
を
受
け
た

家
庭
の
排
出
削
減
量
を
取
り
ま
と
め
、
国
の
認
証
を
受
け

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
（
権
利
化
）
し
、
県
内
の
企
業
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
譲
渡
す
る
取
組
み
で
す
。

　
企
業
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
使
用
し
て
自
社
の
排
出
す
る

Ｃ
Ｏ
２
を
相
殺
（
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
）
し
た
り
、

排
出
権
を
付
加
し
た
商
品
開
発
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

福井県民生活協同組合松宮専務理事と県安全環境部小林企画幹
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　企
業
見
学
会

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

23
名
の
企
業
会
員
の
参
加
の
も
と
、
平
成
25
年
11
月
25
日

（
月
）に
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
県
外
の
先
進

企
業
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

○ 

株
式
会
社
エ
フ
ピ
コ
中
部
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

　
最
初
に
訪

れ
た
の
は
、

岐
阜
県
安
八

郡
輪
之
内
町

に
あ
る
株
式

会
社
エ
フ
ピ

コ
中
部
リ
サ

イ
ク
ル
工
場

で
す
。
こ
こ

で
は
、
担
当

の
方
か
ら
、

ト
レ
ー
の
種

類
等
、
基
本

的
な
内
容
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
で
は
、
各
地
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
回
収
し
た
使
用

済
み
の
食
品
ト
レ
ー
を
、
一
度
原
料
（
ペ
レ
ッ
ト
）
に
戻

し
た
上
で
、
再
び
ト
レ
ー
を
作
り
出
す
エ
フ
ピ
コ
方
式
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
使
用
済
み
ト
レ
ー
の
選
別
工
程
で
は
、
障
害
者
の
方
が

中
心
と
な
っ
て
作
業
を
担
当
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

○ 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
愛
知
県
春
日
井
市
に
あ
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
で
す
。
こ
ち
ら
の
工

場
は
換
気
扇
や
熱
交
換
気
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
最
初
に
担
当
の
方
か
ら
工
場
の
概
要
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
バ
ス
で
工
場

内
を
見
学
し
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て
認
定

さ
れ
た
本
社
工
場
、ｅｃｏ
見
え
る
化
室
、＊
Ｉ
Ａ
Ｑ
ハ
ウ
ス
と

いっ
た
、
県
内
で
は

見
ら
れ
な
い
最
先

端
の
省
エ
ネ
技
術

を
見
学
し
ま
し
た
。

＊
Ｉ
Ａ
Ｑ…

空
気
の
質

（In
d
o
o
r
 A
ir
 

Q
uality

）パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
株

式
会
社
で
は
、省
エ
ネ

を
図
り
な
が
ら
、
家

ま
る
ご
と
の
Ｉ
Ａ
Ｑ

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

　
平
成
26
年
１
月
15
日
（
水
）
に
は
、
企
業
の
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
資
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く

た
め
、
福
井
県
国
際
交
流
会
館
に
お
い
て
、
「
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
「
企
業
の
省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
い
か
に
進

め
る
か
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

上
席
研
究
員
の
川
村
雅
彦
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
「
省
エ
ネ
・
節
電
の
進
め
方
と
具
体
的
な

方
策
」
に
つ
い

て
、
一
般
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
合
理
化
専

門
員
で
あ
る
野

網
正
幸
先
生
に
、

企
業
に
お
け
る

省
エ
ネ
対
策
を

具
体
的
に
ご
説

明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は

59
名
の
企
業
会

員
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

トレーのリサイクルについての説明

一般財団法人省エネルギーセンター野綱先生の講演

eco見える化室の見学
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「里ゐずむ」26Ｐより

「里ゐずむ」24Ｐより

　
県
で
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
国
際
会
議
２
０
１
３
ｉ
ｎ
ふ
く
い
」
に
向
け
て
、

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ガ
ー
ル
・
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ボ
ー
イ
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

活
動
ま
と
め
た
冊
子
が
「
里
ゐ
ず
む
」
で
す
。
今
回
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ガ
ー
ル×

伝
統
野

菜
と
、Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ボ
ー
イ×

地
酒
に
つ
い
て
、「
里
ゐ
ず
む
」
よ
り
掲
載
し
ま
す
。
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　協議会では、ISO14001などの環境マネジメントシステムや環境対策に取り組まれている、もし
くは、取り組もうとされている事業者の方などに参考としていただけるよう、講演会や法令等の最
新の情報提供などを行っています。

放射線物質

エネルギー

□・放射性物質による環境の汚染の防止のための関係法律の整備に関する法律の施行期
　　日を定める政令（平成25年政令第336号）
□・放射性物質による環境の汚染の防止のための関係法律の整備に関する法律の施行に
　　伴う関係政令の整備に関する政令（平成25年政令第337号）
概要・放射性物質による環境の汚染の防止のための関係法律の整備に関する法律

（平成25年法律第60号）の施行期日が、平成25年12月20日等と定められた。
　　・同法の施行に伴い、大気汚染防止法および水質汚濁防止法における放射性物

質に係る適用除外規定が削除されることによる関係政令の条項番号の移動が
整理された。

施行　平成25年12月20日

□・放射性物質による環境の汚染の防止のための関係法律の整備に関する法律の施行に
　　伴う関係省令の整備に関する省令（平成25年環境省令第24号）
概要・放射性物質による環境の汚染の防止のための関係法律の整備に関する法律

（平成25年法律第60号）の施行に伴い、大気汚染防止法施行規則（昭和46年
厚生省・通商産業省令第１号）および水質汚濁防止法施行規則（昭和46年総
理府・通商産業省令第2号）について、環境大臣が行う放射性物質による大
気の汚染および水質の汚濁の状況の常時監視の対象となる放射性物質および
方法等が定められた。

施行　平成25年12月20日

□・エネルギーの使用の合理化に関する法律施行令の一部を改正する政令
　　（平成25年政令第303号）
概要・交流電動機およびエル・イー・ディー・ランプが特定機器に追加された。
　　・交流電動機およびエル・イー・ディー・ランプの製造事業者等に係る勧告お

よび命令の要件が定められた。
施行　平成25年11月1日

□・エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する等の法律の施行期日を定
　　める政令（平成25年政令第369号）
□・エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する等の法律の施行に伴う関
　　係政令の整備に関する政令（平成25年政令第370号）
概要・エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する等の法律（平成25

年法律第25号）の施行期日が、平成26年4月1日等と定められた。
　　・「エネルギーの使用の合理化に関する法律施行令」の題名が「エネルギーの

使用の合理化等に関する法律施行令」に改められた。
　　・命令に際し意見を聴く審議会が「総合資源エネルギー調査会」に定められ

た。
　　・断熱材が特定熱損失防止建築材料に追加された。
　　・断熱材の製造事業者等に係る勧告および命令の要件が定められた。
　　・経済産業大臣による報告聴取、立入検査等の権限が定められた。
　　・その他、「エネルギーの使用の合理化に関する法律」および「エネルギーの

使用の合理化に関する法律施行令」を引用している政令について、引用部分
の題名が改められた。

施行　平成26年4月1日他

主な環境関係法令の改正情報（H25.10. ～ H26.1.）法令チェックなどにご利用ください。
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私たちの活動紹介
おおい町立大島小学校

小原ＥＣＯプロジェクト

　大島小学校は、大島半島の漁村地域に位置しており、波静かで美しい小浜
湾が臨める恵まれた環境にあります。また、大島には歴史が古く多くの文化財
が点在しており、６体の仏像が重要文化財として国の指定を受けています。
　このような自然と文化に恵まれた大島の環境を守っていくために、大島小
学校では毎年５月３０日に「ごみゼロ運動」を実施しています。児童が、道に落

ちているごみを拾いながら登校して、大
島に落ちているごみをなくそうという活
動です。今年はごみ袋１４袋分も拾うこ
とができました。自分たちの住んでい
る地域にたくさんのごみが落ちている
ことに、児童はいつも驚いています。ご
みが減ることを願いながら、児童は一
生懸命ごみ拾いをしています。
　「ごみゼロ運動」は、３０年以上続いている活動です。この活動を通し
て、自分たちの住んでいる地域をきれいにすることで、環境を守ろうという
意識が児童に育ってきています。
　児童の環境への意識も高まり、地域もきれいにできる「ごみゼロ運動」
は、今後も続けていくべき活動であると感じています。

　私たち小原ＥＣＯプロジェクトでは、平成20年の春より勝山市立村岡小学校
の５・６年生、草刈りボランティア、地元住民の皆さんたちと一緒にミチノクフク
ジュソウの保全活動を続けています。ミチノクフクジュソウは県域絶滅危惧Ⅰ類
に指定され、勝山市の天然記念物でもあり、全国的にも希少で、福井県で唯一
の自生地が北谷町小原地区にあります。
　私たちは、まず実施者がミチノクフクジュソウの保全活動の趣旨と、その生態
を理解して活動ができるよう、冬季に植物の専門家の先生をお招きして「保全
啓発授業」を小学生～大人を対象に実施します。そして、夏・秋には実際に「草
刈り作業」、「刈り取られた草を集める作業」、「自生地に掲示する手作り保全

啓発看板の作成」を行い
ます。さらに毎年春には
６年生が「開花観察会」を実施し、花やつぼみの個体数
を去年と比較したり、花の周りの温度変化などを調べたり
します。自分たちが頑張って保全した法面いっぱいに咲く
黄色くまぶしいミチノクフクジュソウを見て、子どもたちも笑
顔でいっぱいになります。
　今後も保全活動を継続するとともに地域内外の一般の
方にも理解を呼びかけていきたいです。

養護教諭　塩谷 衣代

事務局　山内 由季
むろこ
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みんなのかんきょう

66

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
66
平
成
26
年
３
月（
年
２
回
）通
巻
　
第
66
号
　
編
集
　
発
行
　
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
　
福
井
市
大
手
３-

17-

１
　
☎
：
０
７
７
６-

２
０-

０
３
０
１

特 集
環境ふくい推進協議会

　福井県環境基本計画の策定について
　地質学の世界水準　水月湖 年縞

ねんこう

５月の永平寺町光明寺
写真提供　白崎千恵美さん

　県では、事業者および地域団体等が、社会活動の一環として自ら事業所周辺や地域の環境美化活動を実践し、その輪を広げ
ることにより地域環境保全意識の高揚を図るとともに、ごみのない美しいまちづくりを推進するため、クリーンエリア拡充運
動を展開しています。本運動の趣旨に賛同される事業者様の申込受付を行っております。皆様の積極的な参加をお願いします。
詳細はホームページをご覧ください。
http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/sanka22.html

　ＳＡＴＯＹＡＭＡ国際会議は終了しましたが、新聞やテレビ等で、里山という言葉がメジャーに使われるようになったな、
と感じています。今回の「みんなのかんきょう」の表紙には、国際会議に向けて募集した、里山の写真を使用しました。
このような美しい里山を今後も維持してくために、私たちに何ができるのか考え、一緒に行動していきましょう！
　今後も「みんなのかんきょう」の中で、みなさまの活動や情報を紹介、発信していきます。ぜひ多くの情報をお寄
せください。環境の輪を広げていきましょう！

　みんなのかんきょう第65号に関するたくさんのお葉書、お手紙ありがとうございました。
今後も、より良い情報誌とするため、みなさまのご意見ご感想をお待ちしております。掲載希
望記事等もお寄せくださいませ。

燃やせるごみの比率が高いように思います。各家庭のコンポストでたい肥を作り、心の安らぎになる花や野菜を育てるきっか
けにもなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井市　Ｆさん）
自然の素晴らしさが出ていてすごくいいです。もっと若狭のＰＲをしてほしいです。　　　　　　　　　　（高浜町　Ｔさん）
都合で参加することができなかった「ＳＡＴＯＹＡＭＡ国際会議2013 in ふくい」のことについて、詳しく読むことができ、
とてもよかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（越前町　Ｔさん）
隣町に開設された里山里海湖研究所に、機会を作って尋ねてみたいと思います。　　　　　　　　　　　　（美浜町　Ｙさん）

編
集
後
記

クリーンエリア宣言事業所募集中

当協議会のホームページ、facebookを是非ご活用ください！
　ホームページでは、環境保全に関するお知らせやイベント情報が検索でき、カラフルで見やすくなっています！！ ecoイベ
ント申込フォームからは、皆様からの環境に関する情報をホームページにアップでき、情報共有できるようになっています。
イベントの周知、実施前の参加者募集や実施後の活動報告としてお使いいただけます。アップした内容は、月２回のメールマ
ガジンにて会員の皆様に配信されます。
　また、facebook では、当協議会の活動紹介に対してコメントを書き込んでいただけます。「いいね !」ボタンを押して、つ
ながりの輪を広げていきましょう。
　これからも情報を提供するだけでなく、環境活動に取り組む皆さんがネットワークを広げ、より充実した活動ができるよう
お手伝いをしていきます。
ホームページ：http://www.kankyou-fukui.jp/kankyou-fukui/skg/
facebook URL：http://www.facebook.com/kanfukyou

環境ふくい推進協議会　会員募集！
　環境ふくい推進協議会では、随時会員を募集しています。環境問題に関心のある方、本誌『みんなのかんきょう』を読みたい方、
当協議会主催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会ください。お待ちしております！

＜年会費＞　個人会員：500円（１口以上何口でも可）　企業会員：10,000 円（１口以上何口でも可）　団体会員：無料
＜お申込み・お問い合わせ＞　環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）　TEL：０７７６－２０―０３０１

環境ふくい推進協議会からのお知らせ

全問正解の方にプレゼントをお送りいたします。たくさんのご応募お待ちしております！
第1問：平成25年 11月に策定された福井県環境基本計画の基本目標は？
　　　　①「県民の手で守り育てる美しい福井の環境」
　　　　②「美しい福井の環境を県民の手で守り育て、世界にアピール」
　　　　③「豊かで美しい環境の恵沢の享受と継承」
第２問：平成25年に地質学的な年代決定の世界標準となった「年縞」は、福井県のどこで採取されたものか？
　　　　①三方湖　　②水月湖　　③久々子湖
第３問：カーボン・オフセットとの意味は？
　　　　①家庭でのＣＯ₂排出削減量を取りまとめ、国の認証を受けてクレジット化（権利化）し、県内の企業にクレジットを
　　　　　譲渡する取り組みのこと。
　　　　②県内外の個人、法人または団体から環境貢献のために提供される資金を活用して、県内の環境貢献団体等が実施す
　　　　　るＣＯ₂吸収源対策やＣＯ₂削減活動等を支援する取組みのこと。
　　　　③日常生活や経済活動において排出されるＣＯ₂等の温室効果ガスを削減する努力を行うとともに、削減が困難な部分
　　　　　の排出量について、他の場所で実施されるＣＯ₂吸収源対策やＣＯ₂削減活動を支援することでその排出量の全部ま
　　　　　たは一部を相殺すること。

環境クイズ応募要領
方　法：答えと郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、性別および本誌の感想を官製はがきに書いて、当協議会まで郵送してください。
　　　　応募者の個人情報は当選の連絡のためにのみ使用し、個人情報保護に関する法令に従って厳正に管理いたします。
締切日：平成２６年４月３０日（水）（当日消印有効）　全問正解者の中から抽選で５名の方に、図書カードをお送りいたします。
応募先：〒９１０－８５８０（住所記入不要）　環境ふくい推進協議会（福井県環境政策課内）
　　　　＊環境クイズプレゼントの当選者発表は、発送をもってかえさせていただきます。

前回解答　第１問　①２度目　　第２問　③韓国　　第３問　①２５％

チャレンジ ! ! 環境クイズ

読 の者 窓

環境ふくい推進協議会 検 索


